
広
報

O M A C H I No.1009

2
2015年（平成27年）

住民交流で郷土愛を育む
八坂で「かるた・もちつき大会」
　八坂地区子ども会育成協議会と八坂公民館が開く「かるた・
もちつき大会」が１月10日、八坂小学校であり、地区の園児や
小学生、住民など約80人が参加しました。幅広い世代が協力
して行う餅つきや、郷土に伝わるかるたを使った大会を通じて
郷土愛を育む毎年新春の伝統行事は、今回が35回目。
　子どもたちは、育成協議会の会員などに「ほれ！　力入れろ！」
などとハッパを掛けられ、重いきねを振り上げ元気に餅をつき
ました。北澤青

あ お

空
ぞ ら

君（八坂小３年）は「きねが重かったけれど、お
いしいお餅ができた」と笑顔。育成協議会会長の小柳孝男さんは

「地区の伝統や交流は大いに継承していきたい」と話しました。

主な内容
❷　神城断層地震災害義援金のお礼と受け付け状況
❸　大町市技能功労者・農業功労者褒賞
　　大町市優良建設工事表彰
❹　大町病院　2/10　人間ドック予約受け付け開始
❹　脳ドックの助成を開始
❺　ご近所さんが困っています　野焼きはやめて！
❻　農業委員会から水田などの「賃借料情報」
❼　公民館利用調整会議
❾　募集　モンキードッグ
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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借
馬
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会

㈱
大
八
木
建
設

八
坂
地
域
づ
く
り
協
議
会

大
町
市
連
合
自
治
会

松
本
信
用
金
庫

（
一
社
）大
北
法
人
会

㈱
八
十
二
銀
行
大
町
支
店

㈱
八
十
二
銀
行
大
町
支
店
職
員
一
同

直
富
商
事
㈱

直
富
商
事
㈱
友
好
会

㈱
フ
ジ
技
研

大
町
地
区
連
合
自
治
会

㈲
倉
科
製
粉
所

日
特
工
業
㈱

大
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
義
援
金
の
受
け
付
け
は
、３
月
31

日
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

方
法

　
募
金
箱
や
義
援
金
口
座
へ
の
振

り
込
み
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

募
金
箱
の
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
福
祉
課

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
麻
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
坂
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

義
援
金
口
座
へ
の
振
り
込
み

■
八
十
二
銀
行
大
町
支
店

口
座
番
号

（
普
）８
１
０
３
１
５

口
座
名
　
大
町
市
災
害
対
策
本
部

■
長
野
銀
行
大
町
支
店

口
座
番
号

（
普
）８
８
１
２
５
３
０

口
座
名
　
大
町
市
災
害
対
策
本
部

■
松
本
信
用
金
庫
大
町
支
店

口
座
番
号

（
普
）０
２
９
９
５
４
８

口
座
名
　
大
町
市
災
害
対
策
本
部

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
ま
た
は
郵
便
局
）

口
座
番
号

０
０
１
５
０

－

３

－

２
９
２
０
０
６

口
座
名
　
大
町
市
災
害
対
策
本
部

そ
の
他

　
領
収
書
が
必
要
な
場
合
は
、
福

祉
課
庶
務
係
ま
た
は
各
福
祉
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
庶
務
係

℡
市
内
線
４
１
１

大
北
農
業
協
同
組
合

㈲
新
川
モ
ー
タ
ー
ス

月
見
の
里
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

東
中
原
町
自
治
会

㈱
セ
イ
ウ
ン

大
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

金
森
建
設
㈱

㈱
相
模
組

平
地
区
連
合
自
治
会

㈱
ト
ラ
ベ
ル
プ
ラ
ザ

社
地
区
連
合
自
治
会

戸
谷
税
務
会
計
事
務
所

昭
和
電
工
㈱
大
町
事
業
所

昭
和
電
工
㈱
大
町
事
業
所
木
曜
会

ア
ル
ピ
コ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

仁
科
台
中
学
校
生
徒
会

天
正
寺

大
町
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

中
信
農
業
共
済
組
合
職
員
互
助
会

昭
和
電
工
ユ
ニ
オ
ン
大
町
支
部

美
麻
地
区
連
合
自
治
会

大
北
木
材
協
同
組
合

大
町
名
店
街
事
業
協
同
組
合

大
町
名
店
街
自
治
会

光
明
町
自
治
会

大
新
田
町
自
治
会

大
町
青
年
会
議
所

長
岡
青
年
会
議
所

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

関
西
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

大
北
地
区
賛
助
会
大
町
グ
ル
ー
プ

大
北
骨
材
事
業
協
同
組
合

神
城
断
層
地
震
災
害
義
援
金
の

お
礼
と
受
け
付
け
状
況

義
援
金
の
お
願
い

　
昨
年
11
月
22
日
に
発
生
し
ま
し
た
長
野
県
神
城
断
層
地
震
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
自
治
会
、
企
業
、
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
多
く
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
月
22
日
ま
で
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
７
１
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
義
援
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
多
く
の
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
も
義
援
金
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
観
点
か
ら
、
個
人
名
の
ご
紹
介
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
市
義
援
金
配
分
委
員
会
を
通
し
て
、
被
災
者
の
皆
さ

ま
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

大
北
生
コ
ン
事
業
協
同
組
合

シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部

三
十
四
期
生
自
治
会

三
十
五
期
生
一
同　

　

松
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

ふ
る
さ
と
美
麻
会

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ 

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ

（
公
財
）全
国
法
人
会
総
連
合

（
一
社
）長
野
県
法
人
会
連
合
会

（
一
社
）長
野
法
人
会

（
一
社
）佐
久
法
人
会

（
一
社
）上
田
法
人
会

（
一
社
）諏
訪
法
人
会

（
一
社
）伊
那
法
人
会

（
一
社
）飯
田
法
人
会

（
一
社
）松
本
法
人
会

（
一
社
）信
濃
中
野
法
人
会

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
自
治
会
、企
業
、
団
体
の
皆
さ
ま

（
順
不
同
、
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

（福）
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技
能
功
労
者

■
建
築
大
工

松
下
　
博
照
さ
ん（
大
町
）

■
理
容
師

山
口
　
眞
佐
子
さ
ん（
大
町
）

■
調
理
師

小
林
　
光
子
さ
ん（
平
）

平
林
　
清
さ
ん（
平
）

■
自
動
車
整
備
工

平
林
　
秀
章
さ
ん（
大
町
）

農
業
功
労
者

平
林
　
孝
一
さ
ん（
大
町
）

降
旗
　
民
男
さ
ん（
常
盤
）

倉
科
　
善
一
さ
ん（
常
盤
）

優
良
建
設
工
事

■
平
成
24
年
度
大
町
市
立
大
町
東

小
学
校
耐
震
・
大
規
模
改
修
事
業

高
学
年
棟（
北
棟
）・
給
食
棟
建
築

主
体
工
事

【
株
式
会
社
傳
刀
組
】

代
表
者
　
　
傳
刀
　
宗
久
さ
ん

担
当
技
術
者
　
白
澤
　
源
誠
さ
ん

■
平
成
25
年
度
温
泉
供
給
管
更
新

工
事（
３
工
区
）大
町
市
平
犬
の
窪
～

大
町
温
泉
郷
県
道
扇
沢
大
町
線

【
株
式
会
社
長
澤
設
備
工
業
】

代
表
者
　
　
長
澤
　
仁
五
さ
ん

担
当
技
術
者
　
小
倉
　
静
夫
さ
ん

■
平
成
25
年
度
温
泉
供
給
管
更
新

工
事（
４
工
区
）大
町
市
平
犬
の
窪
～

大
町
温
泉
郷
県
道
扇
沢
大
町
線

【
株
式
会
社
相
模
組
】

代
表
者
　
　
相
模
　
一
男
さ
ん

担
当
技
術
者
　
倉
科
　
里
絵
さ
ん

　市は１月18日にＪＡ大北本所（アプロード）で、大町市技能功労者・農業功労者の褒賞と、大町市
優良建設工事の表彰を行いました。
　技能功労者は、同じ職種で30年以上にわたり技能・技術の向上に努め、産業の発展に貢献された
60歳以上の人で、４職種５人を褒賞しました。
　農業功労者は、60歳以上で10年以上農業に従事し、農業振興に貢献された人で、３人を褒賞しました。
　また、優良建設工事は、平成24・25年度の建設工事から、特に優良建設工事として選定した工事
３件の建設会社と担当技術者を表彰しました。

大町市技能功労者・農業功労者褒賞
大町市優良建設工事表彰

平成26年度

「喜びもひとしお。今後も業界、地域、社会の
ために誠意をもって尽力する」と受賞者を
代表し謝辞を述べる平林秀章さん
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平
成
27
年
度
の「
人
間
ド
ッ
ク
」

の
予
約
受
け
付
け
を
、
２
月
10
日

（
火
）午
前
10
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

予
約
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク

■
１
日
ド
ッ
ク

　
が
ん
、
生
活
習
慣
病
な
ど
、
健

康
状
態
を
総
合
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で

き
ま
す
。

○
料
金
　
３
万
６
０
０
０
円
　
基

本
コ
ー
ス
の
料
金
で
す
。
加
入
し

て
い
る
保
険
に
よ
り
料
金
が
異
な

り
ま
す
。

■
脳
ド
ッ
ク

　
一
度
発
症
す
る
と
寝
た
き
り
や

命
の
危
険
性
が
あ
る
脳
疾
患
。
不

規
則
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、

脳
血
管
障
害
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る

人
、
脳
卒
中
の
家
族
歴
が
あ
る
人

に
お
勧
め
で
す
。

▽
１
日
・
２
日
ド
ッ
ク
併
用
コ
ー
ス

　「
１
日
・
２
日
ド
ッ
ク
」に
追
加

し
て
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
・

頚
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
撮
影
、
頚
部
超
音
波

平
成
27
年
度
も

国
保
特
定
健
診
は
無
料

　
通
常
１
２
０
０
円
の
国
保
特

定
健
診
（
40
歳
以
上
の
国
保
加

入
者
が
対
象
）
が
、
26
年
度
に

引
き
続
き
、
27
年
度
も
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ご
希
望
に
合
わ
せ

て
保
健
師
や
栄
養
士
が
健
康
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
毎
年
１
回
は
健
診
を
受
け
て
、

自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
市
か
ら
２
月
上

旬
に
各
世
帯
に
郵
送
す
る
「
平

成
27
年
度
各
種
検
診
の
ご
案

内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
開
始

　
27
年
４
月
か
ら
、
大
町
市
国

民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
者
に
対
し
て
、「
脳

ド
ッ
ク
」
の
助
成
を
新
た
に
開

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
料
金
　
２
万
４
３
０
０
円

▽
脳
ド
ッ
ク
単
独
コ
ー
ス

　
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
・
頚

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
撮
影
、
頚
部
超
音
波
検

査
、
特
定
健
診
相
当
検
査
、
心
電

図
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
料
金
　
３
万
４
５
０
０
円

▽
簡
易
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス

　
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
頭
部

Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
・
頚
部
Ｍ
Ｒ

Ａ
撮
影
を
実
施
し
ま
す
。

○
料
金
　
１
万
８
９
０
０
円

始
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
か
ら
２
月
上

旬
に
各
世
帯
に
郵
送
す
る
「
平

成
27
年
度
各
種
検
診
の
ご
案

内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
２
４

―

◇

―

◇

―

◇

―

※
料
金
は
税
込
み
額
で
す
。

※「
２
日
ド
ッ
ク
」は
現
在
受
け
付

け
中
で
す
（
料
金
　
６
万
８
１
５

０
円
）。

※
「
協
会
け
ん
ぽ
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」
の
予
約
受
け
付
け
は
、

３
月
２
日（
月
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

申
し
込
み

　
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
総
合

病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
へ
。

そ
の
他

▽
加
入
し
て
い
る
保
険
に
よ
り
助

成
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
27
年
度
の
「
プ
レ
ミ
ア
検

診
」
は
、
５
月
上
旬
か
ら
予
約
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
か
ら
２
月
上
旬
に
各
世
帯

に
郵
送
さ
れ
る
「
平
成
27
年
度
各

種
検
診
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０
）に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
２
２
３
４

大
町
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

人
間
ド
ッ
ク

予
約
受
け
付
け
ス
タ
ー
ト

２
月
10
日 

NEW

人間ドック・脳ドックの助成額一覧

区　分
人間ドック 脳ドック

１泊 日帰り 大町市健康診査の
検査項目を含む

人間ドックと
同一年度に受診

国民健康
　保険

～64歳 30,000円 20,000円

18,000円

人間ドックの
額に加えて

10,000円

65歳～ 20,000円 15,000円

後期高齢者医療 20,000円 10,000円

昨年10月には最新のＭＲＩを導入
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Ｑ　
野
焼
き（
野
外
焼
却
）と
は

Ａ
　
法
律
で
認
め
ら
れ
た
焼
却
施

設
以
外
で
廃
棄
物（
ご
み
）を
焼
却

す
る
こ
と
を「
野
焼
き
」と
い
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
地
面
で
直
接
焼
却

す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
ム

缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、
素
掘
り
の

穴
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
焼
却
炉
で
の
焼

却
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
一
般
家

庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
ほ
と
ん

ど
が
野
焼
き
に
該
当
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
野
焼
き
は
い
け
な

い
の
？

Ａ
　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」で
、
原
則
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
を
す
る

と
、
そ
の
煙
が
悪
臭
や
大
気
汚
染

の
原
因
と
な
る
た
め
、
周
辺
の
人

に
と
り
大
変
な
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
通
常
、
焼
却
温
度

が
２
０
０
～
３
０
０
度
に
し
か
な

ら
な
い
た
め
、
焼
却
す
る
物
に

よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
原
因
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

野
焼
き
の
例
外

　
次
の
行
為
は
例
外
と
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
国
や
地
方
自
治
体
が
施
設
を
管

理
す
る
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の

焼
却

（
例
）河
川
敷
の
草
焼
き
、
道
路
脇

の
草
焼
き

▽
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
、
災
害

の
予
防
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

（
例
）災
害
な
ど
の
応
急
対
策
、
火

災
予
防
訓
練

▽
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄

物
の
焼
却

（
例
）正
月
の
し
め
縄
、
門
松
な
ど

を
燃
や
す
行
事

▽
農
業
や
林
業
、
漁
業
を
営
む
た

め
に
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し

て
行
う
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
）焼
き
畑
、
あ
ぜ
の
草
や
下
枝

の
焼
却
、
魚
網
に
か
か
っ
た
ご
み

の
焼
却

▽
た
き
火
や
そ
の
他
日
常
生
活
で

通
常
行
う
廃
棄
物
の
焼
却
で
軽
微

野
焼
き
は
や
め
て
！

ご
近
所
さ
ん
が
困
っ
て
い
ま
す

　
突
然
、
自
宅
に
煙
が
入
っ
て
来
た
ら
、
ど
う
感
じ
ま
す
か
―
。
ご
み
を
焼
却
し
た
煙
が
自
宅
に

入
っ
て
来
た
経
験
が
大
勢
の
皆
さ
ん
に
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
多
く
の
苦
情
が
市
役
所
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
煙
の
発
生
源
が
ご
近
所
だ
と
な
か
な
か
注
意
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。
煙
を
迷
惑
に

感
じ
る
ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
屋
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
可
燃
ご
み
は
指
定
の
可
燃
ご
み
袋
に
よ
る
収
集
、
資
源
ご
み
は
分
別
収
集
に
よ
り
適
切
に
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
　
℡
市
内
線
４
６
５

な
も
の（「
軽
微
な
も
の
」と
は
、
煙

の
量
や
臭
い
な
ど
が
周
辺
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
少
量
の
焼
却
の
こ
と
）

（
例
）
小
規
模
な
落
ち
葉
だ
き
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア

※
野
焼
き
の
例
外
に
該
当
し
て
も
、

む
や
み
に
焼
却
し
て
良
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
辺
住
民
な
ど

に
迷
惑
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
例

外
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
の
向
き
、
焼
却
す
る
量
、
時
間

帯
な
ど
に
注
意
し
て
、
必
要
最
低

限
に
と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
自
宅
の
庭
で
た
き
火
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
か
？

Ａ
　
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

小
規
模
な
落
ち
葉
だ
き
な
ど
で
も
、

大
量
の
煙
や
臭
い
が
発
生
し
周
辺

の
生
活
環
境
に
影
響
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
最
小
限

に
と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を

得
ず
行
う
と
き
は
、
風
の
向
き
や

強
さ
、
時
間
帯
、
周
辺
の
環
境
な

ど
に
十
分
配
慮
し
て
焼
却
し
て
く

だ
さ
い
。
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
な

い
よ
う
、
事
前
に
ご
近
所
に
ひ
と

声
掛
け
る
な
ど
の
配
慮
も
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
　
ど
ん
な
苦
情
が
市
役
所
に
寄

せ
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
　「
近
所
で
草
木
を
燃
や
し
て

煙
た
い
」「
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
付
い
て
困
る
」

「
体
調
の
悪
い
人
が
い
る
の
で
困

る
」
な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
法
律
で
例

外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
野
焼
き

で
も
、
マ
ナ
ー
や
思
い
や
り
が
大

切
で
す
。

Ｑ
　
野
焼
き
の
罰
則
は
？

Ａ
　
野
焼
き
を
行
っ
た
人
（
未
遂

行
為
を
含
む
）
に
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両
方

が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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平
成
21
年
度
の
農
地
法
改
正
に

よ
り
、
標
準
小
作
料
制
度
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
農

業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
賃
借
動

向
な
ど
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
26
年
１
月
か
ら
11

月
ま
で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た
市

内
の
賃
借
料
を
基
に
、
左
表
の
と

お
り
地
域
別
に「
実
勢
賃
借
料
」を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
委
員
会
か
ら
水
田
な
ど
に
関
す
る

実勢賃借料情報　　　　　　　  （金額は田10アール当たり）

地域区分 平均額 最高額 最低額 データ数

大町地区 6,800円 10,000円 5,000円 205件

平地区
（海の口以北、鹿島、
 源汲、中花見除く）

6,200円 13,100円 2,700円 413件

平地区北部
（海の口以北、鹿島、
 源汲、中花見）

3,800円 8,300円 2,700円 18件

常盤地区 11,900円 20,000円 4,300円 566件

社地区 10,500円 13,500円 4,000円 156件

八坂地区 4,300円 6,000円 3,000円 6件

美麻地区 5,900円 7,000円 5,000円 5件

▽上記金額は、限られた期間（平成26年１～11月）の中で契約された
実勢価格を情報提供するものであり、実際の契約締結での賃借料金
を定めるものではありません。

▽データ数は集計に用いた筆数です。

▽基盤整備の有無による区分はしていません。

▽賃借料を物納支給している場合など、特別な賃貸借は集計対象から
除いています。

▽金額は算出結果を四捨五入し100円単位としています。

▽八坂地区の畑の実勢価格は、最高額7,000円、最低額5,200円です。

　
農
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
、
老

後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。
農

業
者
年
金
制
度
は
、
幅
広
い
農

業
者
が
安
心
し
て
加
入
で
き
、

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
有
利
な
制

度
で
す
。

■
加
入
資
格

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人

■
制
度
内
容

▽
保
険
料
の
額
は
自
由
に
設
定

　
保
険
料
は
、
月
額
２
万
～

６
万
７
０
０
０
円
の
間
で
、
千

円
単
位
で
加
入
者
が
自
由
に
設

定
で
き
ま
す
。
農
業
経
営
の
状

況
や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▽
税
制
面
の
優
遇
措
置
（
社
会

保
険
料
控
除
）

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
、

所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き

　
年
金
は
生
涯
保
証
さ
れ
ま
す
。

仮
に
、
加
入
者
が
80
歳
前
に
死

亡
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

ず
の
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在

価
値
相
当
額
が
、
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

「
賃
借
料
情
報
」の
お
知
ら
せ
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みんなで利用しよう　社会教育施設

次の社会教育施設で平成27年度分の利用調整会議を行います。利用を希望する団体の皆さんはご出席ください。

「
大
町
公
民
館
施
設
」「
大
町
公
民

館
分
室
」「
平
公
民
館
・
女
性
未

来
館
ピ
ュ
ア
」「
常
盤
公
民
館
」の

共
通
事
項

　
会
議
に
出
席
す
る
団
体
は
、
当

日
ま
で
に
、「
社
会
教
育
施
設
利
用

登
録
団
体
」の
登
録
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
本
年
度
、登
録
の

あ
る
団
体
に
は
、事
前
に
代
表
者
宛

て
に
登
録
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

社
会
教
育
施
設

　
　
　
利
用
登
録
団
体

　
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
皆

さ
ん
で
定
期
的
に
公
民
館
施
設
を

利
用
し
て
活
動
し
て
い
る
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
す
る
団

体
は
、「
社
会
教
育
施
設
利
用
登

録
団
体
」と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

■
登
録
な
ど
に
つ
い
て
　
登
録
申

請
書
は
、
各
公
民
館
や
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係
に
あ
り

ま
す
。
活
動
の
内
容
に
よ
り
登
録

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
　
登
録
す
る

と
、
利
用
調
整
会
議
で
定
期
利
用

の
調
整
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
施
設
使
用
料
の
免
除
申
請
手

続
き
が
簡
略
化
で
き
ま
す
。

大
町
公
民
館
施
設

■
日
時
　
２
月
17
日（
火
）　
午
後

６
時
30
分

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

１
階
　
研
修
室

■
利
用
調
整
期
間
　
４
～
９
月

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
団
体

▽
定
期
的
に
大
町
公
民
館
・
文
化

会
館
（
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
を

含
む
）、
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大

町
を
利
用
す
る
団
体

▽
大
規
模
な
集
会
な
ど
で
、
大
町

公
民
館
の
施
設
を
、
利
用
日
の
前

の
月
よ
り
早
い
時
期
に
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
団
体

■
問
い
合
わ
せ

大
町
公
民
館
・
文
化
会
館

℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

大
町
公
民
館
分
室

■
日
時
　
２
月
23
日（
月
）　
午
後

７
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室
　
２

階
　
講
堂

■
利
用
調
整
期
間
　
４
～
９
月

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
団
体

▽
曜
日
を
決
め
て
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て

活
動
し
て
い
る
団
体

■
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
会
議
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、特
別
な
理
由
で

あ
ら
か
じ
め
会
場
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、２
月
13
日（
金
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

平
公
民
館・女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア

■
日
時
　
２
月
12
日（
木
）　
午
後

７
時

■
会
場
　
平
公
民
館
・
女
性
未
来

館
ピ
ュ
ア
　
軽
運
動
室

■
利
用
調
整
期
間
　
４
月
～
平
成

28
年
３
月

■
対
象
　
平
公
民
館
・
女
性
未
来

館
ピ
ュ
ア
を
主
な
利
用
施
設
と
し

て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体

▽
曜
日
を
決
め
て
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て

定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

■
問
い
合
わ
せ

平
公
民
館
・
女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア

℡
・
有
線
２
２
・
０
６
９
４

常
盤
公
民
館

■
日
時
　
２
月
12
日（
木
）　
午
後

７
時

■
会
場
　
常
盤
公
民
館
　
学
習
室

１
・
２

■
利
用
調
整
期
間
　
４
月
～
平
成

28
年
３
月

■
対
象
　
常
盤
公
民
館
を
主
な
利

用
施
設
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団

体
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
団
体

▽
曜
日
を
決
め
て
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て

定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

▽
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

特
別
な
理
由
で
あ
ら
か
じ
め
会
場

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
団
体

■
問
い
合
わ
せ

常
盤
公
民
館

℡
・
有
線
２
２
・
０
３
２
１

公民館利用調整会議
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所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

皆
さ
ん
へ

　
平
成
25
～
49
年
分
ま
で
の
各
年

分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ

て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
お
よ

び
納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、

各
年
分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則

と
し
て
、そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）

に
２
・
１
％
の
税
率
を
掛
け
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。

　
ま
た
、
25
年
１
月
１
日
～
49
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ず
る
所

得
に
つ
い
て
、
源
泉
所
得
税
が
徴

収
さ
れ
る
場
合
に
は
、
復
興
特
別

所
得
税
が
併
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
を
す
る

皆
さ
ん
へ

　
平
成
26
年
４
月
１
日
に
消
費
税

率
が
、
５
％(

う
ち
地
方
消
費
税

１
％)

か
ら
８
％(

う
ち
地
方
消
費

税
１
・
７
％
）に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

26
年
分
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て
は
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
金
融
機
関
な
ど

に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
前
払

い（
前
納
）す
る
こ
と
で
割
引
が

受
け
ら
れ
る
お
得
な
制
度
が
あ

り
ま
す
。
振
り
替
え
方
法
や
割

引
額
、
申
し
込
み
期
限
な
ど
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
人
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
口

座
届
出
印
、
通
帳
を
持
参
の
上
、

ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年

金
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

た
め
に
は
、
帳
簿
な
ど
で
課
税
取

引
を
事
前
に
適
用
税
率
ご
と
に
区

分
し
、
そ
れ
を
基
に
計
算
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
経
過
措
置
に
よ
り
、
26
年
４
月

１
日
以
降
の
取
引
で
あ
っ
て
も
、

改
正
前
の
税
率（
５
％
）が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　
平
成
23
年
分
以
降
の
各
年
で
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の

申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と

な
っ
て
い
る
控
除
（
例
え
ば
、
純

損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な

ど
）の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

長
野
県
神
城
断
層
地
震
で

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

　
平
成
26
年
11
月
22
日
に
発
生
し

た
地
震
災
害
に
よ
り
、
国
税
の
申

告
、
申
請
、
納
付
な
ど
を
期
限
ま

で
に
で
き
な
い
場
合
は
、
管
轄
の

税
務
署
長
に
対
し
、
申
告
・
納
付

な
ど
の
期
限
に
つ
い
て
、
延
長
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

　
詳
し
く
は
、
大
町
税
務
署
ま
た

は
税
務
課
税
務
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
税
務
署

℡
２
２
・
０
４
１
０
（
自
動
音
声

に
よ
る
案
内
後
、「
２
」を
選
択
）

▽
税
務
課
税
務
係

℡
市

内
線
４
４
３
・
４
４
４
・

４
４
８

確
定
申
告
を
す
る
皆
さ
ん
へ

税
務
署
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

口座振替による国民年金保険料や割引額など（平成26年度）
１カ月分 早割（１カ月分） ６カ月前納 １年前納 ２年前納

保険料額 15,250円 15,200円 90,460円 179,160円 355,280円

割 引 額 － 50円 1,040円 3,840円 14,800円

振 替 日 翌月末日 毎月末日
（４～９月分）    ４月末日

４月末日 ４月末日
（10～翌年３月）10月末日

申し込み期限 随時申し込み可
（４～９月分）   ２月末日

２月末日 ２月末日
（10～翌年３月）８月末日

※平成27年度の国民年金保険料は、３月頃決定する予定です。
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市
で
は
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
と

し
て
活
動
す
る
た
め
の
訓
練
を
希

望
す
る
イ
ヌ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
先
駆
け
大
町
市
で
平
成

17
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
モ
ン

キ
ー
ド
ッ
グ
事
業
」
は
、
飼
い
イ

ヌ
を
訓
練
し
て
サ
ル
を
追
い
払
い
、

農
作
物
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
訓
練
希
望
の
イ
ヌ
は
、

専
門
の
訓
練
所
に
預
け
、
農
地
な

ど
に
サ
ル
が
出
没
し
た
と
き
に
、

係
留
を
解
け
ば
サ
ル
を
追
い
払
え

る
よ
う
に
訓
練
し
ま
す
。

　
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
を
導
入
し
た

地
域
で
は
、
常
時
40
～
50
頭
の
群

で
出
没
し
て
い
た
サ
ル
が
、
モ
ン

キ
ー
ド
ッ
グ
の
適
正
な
追
い
払
い

に
よ
り
出
没
が
減
少
し
、
農
作
物

被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と

い
う
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

■
対
象

▽
市
内
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
イ
ヌ

か
、
こ
れ
か
ら
飼
養
予
定
の
イ
ヌ

▽
中
型
犬
以
上
の
イ
ヌ
（
犬
種
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
イ
ヌ
が
訓
練
所（
安
曇
野
市
）に

入
所
後
、
飼
い
主（
家
族
）が
訓
練

に
週
１
回
程
度
通
え
る
こ
と

※
訓
練
所
長
の
判
断
で
、
訓
練
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間

５
カ
月
間
　
※
訓
練
状
況
に
よ
り
、

期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
訓
練
内
容

▽
人
に
危
害
を
加
え
な
い
。

▽
サ
ル
を
発
見
し
た
ら
追
い
払
う
。

▽
サ
ル
を
追
い
払
っ
た
後
や
名
前

を
呼
ん
だ
と
き
に
飼
い
主
の
元
に

戻
っ
て
来
る
。

■
費
用

訓
練
費
１
カ
月
相
当
分
（
約
５
万

円
）　
※
４
カ
月
相
当
分
は
、
市

が
補
助
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　
随
時
受
け
付
け
中
で
す
。
事
前

に
説
明
や
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
場
合
は
、
直
接
、
農
林

水
産
課
庶
務
・
林
業
振
興
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
庶
務
・
林
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
６
２

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ

募
集農

作
物
を
サ
ル
か
ら
守
る

　
間
も
な
く
節
分
を
迎
え
、
春
も

間
近
と
な
り
ま
し
た
。
先
月
11
日
、

恒
例
の
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
ク
マ
の
出
没
や
神
城
断

層
地
震
な
ど
、
災
害
が
多
発
し
た
た

め
に
、
例
年
に
も
増
し
て
気
持
ち
も

新
た
に
緊
張
感
の
あ
る
出
初
式
と
な

り
ま
し
た
。

　
中
央
通
り
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
先

頭
に
、
こ
と
し
も
幼
稚
園
、
保
育
園

の
園
児
た
ち
の
元
気
な
「
火
の
用
心
」

の
掛
け
声
が
響
き
、
続
い
て
自
主
防

災
会
や
日
赤
奉
仕
団
、
市
内
の
事
業

所
で
構
成
さ
れ
る
防
火
管
理
者
協
議

会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
士
気
高
ら
か
に

行
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
車
両

の
隊
列
に
は
、
新
た
に
創
設
し
た
市

役
所
消
防
応
援
隊
も
加
わ
り
、
威

風
堂
々
の
行
進
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
文
化
会
館
で
の
式
典
で
は
、
進
行

を
務
め
る
女
性
団
員
か
ら
、
会
場
の

皆
さ
ん
に
消
防
団
の
活
動
へ
の
理
解

を
お
願
い
し
、
加
入
促
進
へ
の
支
援

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
市
で
も
、消
防
・
防
災
機
材
を

計
画
的
に
整
備
す
る
な
ど
、防
災

機
動
力
の
強
化
、充
実
に
い
っ
そ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
地
域
防
災
力
の
要
は
、
消
防
団

や
自
治
会
を
は
じ
め
、
出
初
式
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
団
体
な
ど
の

皆
さ
ん
で
、
災
害
発
生
直
後
の
初

期
対
応
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の

力
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

昨
年
の
地
震
で
も
、
人
と
人
の
支

え
合
い
、
地
域
の
絆
が
人
々
の
命

を
救
っ
た
こ
と
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
町
の
心
温
ま
る
方
言
の
一
つ

に
、「
あ
ん
じ
ゃ
ね
え
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
案
じ
る
こ
と

は
な
い
よ
、
心
配
な
い
よ
大
丈
夫
、

と
い
う
意
味
で
す
が
、
地
域
の
防

災
力
を
高
め
、
安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
せ
る
地
域
と
な
り
ま
す
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第66回】
絆の力で乗り越える

大町市長　牛越徹
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
仁
科
台
中
学
校
３
年
生
１
８
７
人
の
代
表
９
人
が

12
月
25
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
定
住
促
進
に
関
す
る

施
策
を
発
表
し
、
提
案
書
を
牛
越
市
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。

　
提
案
書
は
、
社
会
科
の
学
習
の
一
環
で
、
大
町
の

人
口
減
少
を
身
近
な
課
題
と
捉
え
、「
10
年
後
も
住
み

た
く
な
る
、
帰
り
た
く
な
る
大
町
」を
テ
ー
マ
に
し
た

も
の
。
専
門
家
や
地
域
の
人
な
ど
を
講
師
に
招
い
て

話
を
聞
い
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
し

て
１
人
一
つ
以
上
の
案
を
考
え
、
全
体
で
約
２
０
０

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
ま
す
。
人
口
増
加
や
定
住
促
進
に

向
け
て
、「
季
節
ご
と
の
農
家
体
験
を
行
い
、
大
町
で

農
業
を
し
た
い
と
い
う
都
会
の
人
を
呼
び
込
む
」「
中

学
生
も
参
加
し
て
都
会
で
大
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
」な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
提
案
書
を
提
出
し
、
原
幸
輝
君
は「
大
町
を
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

自
分
た
ち
の
提
案
が
大
町
の

力
に
な
れ
ば
」。
小
田
切
歩
あ
ゆ
み

さ
ん
は「
ど
う
や
っ
た
ら
人
を

呼
び
込
め
る
か
考
え
る
の
が

難
し
か
っ
た
。
考
え
た
こ
と

を
実
行
す
る
方
法
の
難
し
さ

も
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
は「
具
体
的
な

提
案
を
い
た
だ
い
た
。
実
現

で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
取

り
組
み
た
い
」
と
感
謝
の
言

葉
を
掛
け
ま
し
た
。

　
大
町
市
出
身
や
大
町
に
関
心
の
あ
る
若
者
が〝
大
町

市
の
こ
れ
か
ら
〟を
語
り
合
う「
信
濃
大
町
Ｙユ

ー

ス

ｏ
ｕ
ｔ
ｈ

サ
ミ
ッ
ト
」が
12
月
28
日
に
Ｊ
Ａ
大
北
本
所（
ア
プ
ロ
ー

ド
）で
あ
り
、
10
～
30
代
を
中
心
に
地
元
や
首
都
圏
な

ど
の
学
生
・
社
会
人
、
85
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
、
大
町
を
魅
力
的
で
元
気
な
ま
ち
に

し
よ
う
と
、
市
役
所
の
若
手
職
員
有
志
で
活
動
す
る

「
マ
チ
サ
ラ
実
行
委
員
会
」が
企
画
し
初
め
て
開
催
。

参
加
者
は
、
市
内
の
経
営
者
や
移
住
し
地
域
で
活
躍

す
る
人
な
ど
の
講
演
の
後
、
移
住
や
子
育
て
、
観
光
、

農
業
、
商
店
街
活
性
化
な
ど
16
の
テ
ー
マ
ご
と
に
５

人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
自
由
な
発
想
で
対
話
。

１
人
当
た
り
三
つ
の
テ
ー
マ
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ「
若
者
が
帰
り
た
い
大
町
に
な
る
に
は
」で

は
、「
若
い
世
代
の
活
動
や
交
流
機
会
を
増
や
す
」「
地

元
か
ら
の
情

報
発
信
を
強

化
し
共
有
す

る
」な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
思

い
が
語
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
発

な
意
見
交
換

が
あ
り
ま
し

た
。

　
司
会
進
行

し
た
古
瀬
正

也
さ
ん
（
古

瀬
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
＝
さ
い
た
ま

市
）は
、「
民
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
は
な
く
市
職
員

が
有
志
で
組
織
を
つ
く
り
、
業
務
以
外
で
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
企
画
す
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
と
て
も
貴

重
。
良
い
事
例
に
な
る
の
で
は
」。
大
町
市
出
身
で
東

京
か
ら
帰
省
し
参
加
し
た
荒
木
萌
さ
ん（
大
学
３
年
）は
、

「
幅
広
い
年
代
や
職
種
の
人
と
話
し
、
新
た
に
気
付
く

こ
と
が
多
く
、
い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
と
感
じ
た
。
大

町
を
多
方
面
か
ら
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
大

勢
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
地
元
を
誇
り
に
思
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

仁
科
台
中
学
校
３
年
生
が

定
住
促
進
の
ア
イ
デ
ア
提
案

若
者
が
大
町
の
未
来
を
語
り
合
う

信
濃
大
町
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
サ
ミ
ッ
ト
初
開
催
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ときめきマイ・シティー

　「
大
町
市
陶
芸
の
家
」
は
１
月
８
日
、
会
員
約
40
人
が

出
席
し「
新
年
初
窯
出
し
」を
行
い
ま
し
た
。
１
年
間
の
無

病
息
災
と
良
い
作
品
が
作
れ
る
よ
う
願
い
を
込
め
、
末

広
が
り
で
縁
起
が
良
い「
八
」の
日
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
、
昨
年
末
に
仕
上
げ
釜
入
れ
し
た
湯
飲
み
茶

わ
ん
や
皿
、
え
と
の
ひ
つ
じ
や
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
置
き
物

な
ど
の
作
品
１
６
８
点
を
丁
寧
に
テ
ー
ブ
ル
に
展
示
。
作

品
を
手
に
取
り
、「
こ
れ
は
素
敵
だ
わ
」「
い
い
色
が
出
て

い
る
」な
ど
と
出
来
栄
え
を
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
参
加
し
て
間
も
な
い
会
員
に
、
作
り
方

や
色
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
友
人
に
頼
ま
れ
た
表
札
な
ど
を
作
っ
た
後
藤
文
子
さ

ん（
常
盤
・
下
一
）は
参
加
１
年
目
。「
温
か
い
雰
囲
気
の

中
で
先
輩
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
陶
芸
は
、
奥

が
深
く
と
て
も
楽
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
陶
芸
の
家
で

は
、
毎
週
２
回

の
活
動
の
ほ
か
、

親
子
陶
芸
教
室

な
ど
も
開
催
。

現
在
、
来
年
度

の
会
員
を
募
集

中
で
す
。
希
望

す
る
人
は
、
福

祉
課
高
齢
者
・

介
護
保
険
係
ま

で
。

　
４
月
の
介
護
保

険
制
度
改
正
に
伴

い
、
理
学
療
法
士

な
ど
の
専
門
職
が

関
わ
り
介
護
予
防

を
す
る
「
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
活
用
支
援
事

業
」
の
開
始
を
国

は
示
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ

に
先
駆
け
１
月
８

日
に
、「
楽
し
く

歩
こ
う
教
室
」
を
運
動
公
園
屋
内
運
動
場
で
開
講
。
60
～
80

代
の
市
民
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
教
室
は
１
～
３
月
ま
で
あ
り
、
理
学
療
法
士
が
歩
行
な
ど

を
指
導
。
体
力
測
定
を
行
い
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、

市
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
信
州
大
学
地
域
連
携
室
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
年
齢
や
体
力
な
ど
個

人
に
合
っ
た
独
自
の「
生
活
機
能
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作
成

し
ま
す
。
４
月
か
ら
は
こ
れ
を
使
い
、
日
常
生
活
機
能
の
維

持
・
改
善
を
目
指
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
初
日
は
、
６
分
間
を
歩
行
し
て
の
距
離
測
定
、
高
さ
10
～

40
㎝
の
４
段
階
の
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
、
２
歩

の
歩
幅
測
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
百
瀬
悦
子
さ
ん
（
社
・
宮
下
）
は
「
み
ん
な
で
楽

し
く
体
力
維
持
し
た
い
。
正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
身
に
付

け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
１
年
間
の
無
災
害
を
願
う
と
と
も
に
、
消
防
防
災
意

識
へ
の
決
意
や
団
結
を
新
た
に
す
る「
大
町
市
消
防
出
初
式
」が

１
月
11
日
、
粉
雪
が
舞
う
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
街
地
中
央
通
り
で
の
市
中
パ
レ
ー
ド
に
は
、
法
被
姿
の
消

防
団
員
や
防
災
関
係
団
体
な
ど
約
８
０
０
人
と
30
台
を
超
え
る

消
防
車
両
が
参
加
。
沿
道
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
市
民
が
見
守

る
中
、
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
信
濃
大

町
駅
前
か
ら
商
工
会
館
ま
で
士
気
高
ら
か
に
行
進
し
ま
し
た
。

昨
年
末
に
組
織
し
た
市
役
所
消
防
応
援
隊
も
今
回
初
め
て
隊
列

に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
が
消
防
団
員
の
五
十
川
佳か

穂ほ

ち
ゃ
ん
（
年
長
）
は

「
お
父
さ
ん
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
知
り
た
い
」
と
お
母
さ
ん
、

妹
と
初
め
て

パ
レ
ー
ド
を

見
学
。
行
進

す
る
お
父
さ

ん
の
り
り
し

い
姿
を
見
て

「
格
好
い
い
。

で
も
、
寒
く

て
大
変
だ
ね
」

と
話
し
ま
し

た
。

健
康
と
よ
り
良
い
創
作
を
願
っ
て

陶
芸
の
家
で
初
窯
出
し

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
健
康
長
寿
を
目
指
す

地
域
防
災
に
新
た
な
決
意

消
防
出
初
式
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）は
冬
本
番
！
　

　
そ
り
ゲ
レ
ン
デ
で
は
10
種
の
そ
り
を
無
料
レ
ン
タ
ル
。
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
、
歩
く
ス
キ
ー
も
あ
り
、
雪
を
思
い
っ
き
り
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
さ
ら
に
、
２
月
14
日（
土
）は
、
大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併

10
年
を
記
念
し
、
大
町
市
と
あ
づ
み
の
公
園
が
コ
ラ
ボ
し
て
ス
ペ

シ
ャ
ル
な
一
日
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
２
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

雪
の
中
か
ら

カ
プ
セ
ル
を
掘
り
当
て
ろ
！

「
雪
中
宝
探
し
」

　
雪
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
カ
プ
セ

ル
を
探
そ
う
！
　
カ
プ
セ
ル
に

入
っ
て
い
る
番
号
に
応
じ
た
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

時
30
分
、
午
後
１
時
～
２
時
　

※
十
分
な
積
雪
が
な
い
場
合
は
中
止

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
広
場

■
申
し
込
み
　
当
日
受
け
付
け

雪
上
を
疾
走
！

「
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
つ
な
い
だ

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
味
わ
お
う
！

■
日
時
　
２
月
11
日（
水
）・
14
日

（
土
）・
15
日（
日
）　
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
３
時
　

※
十
分
な
積
雪
が
な
い
場
合
は
中
止

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
広
場

■
料
金
　
４
０
０
円

■
申
し
込
み
　
当
日
受
け
付
け

■
そ
の
他
　
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino
.g

o
.jp/ 

■
日
時
　
２
月
７
日（
土
）・
21
日

（
土
）　
午
前
11
時
、
午
後
１
時
　

※
十
分
な
積
雪
が
な
い
場
合
は
中
止

■
場
所
　
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場

■
定
員
　
各
回
先
着
50
人

■
料
金
　
１
０
０
円

■
申
し
込
み
　
当
日
受
け
付
け

目
指
せ　
大
記
録
！

「
雪
中
大
運
動
会
」

　
自
分
が
ス
ト
ー
ン
に
な
っ
て
円
の

中
心
を
目
指
す「
人
間
カ
ー
リ
ン
グ
」

な
ど
、
雪
を
テ
ー
マ
に
し
た
５
種
目

の
競
技
に
挑
戦
し
よ
う
。
目
指
せ
！

あ
づ
み
の
公
園
レ
コ
ー
ド
！

■
日
時
　
２
月
28
日（
土
）、
３
月

１
日（
日
）　
午
前
10
時
30
分
～
11

　２月14日（土）は、大町市の日！　市制
施行60周年・合併10年を記念してスペ
シャルイベントを開催します。また、大
町市民限定で入園料を割引します（大人
290円、子ども50円〔通常は大人410円、
子ども80円〕）。
※割引を受ける場合は、特設受付で住所
が確認できる物をご提示ください。受け
付け時に、未来の大町市に向けてのメッ
セージを書いていただきます。

信濃大町の宝を探し出せ！
トレジャーハンティング
　雪の中から探し出したカプセルの番号
に応じて、おおまぴょんグッズや大町市
の特産品など、大町のお宝をプレゼント
します。
■時間　午前10時30分、午後１時30分　
※荒天および十分な積雪がない場合は、ビ
ンゴ大会（午後のみ）に変更

大町市制施行60周年・合併10年記念

～信濃大町の冬を楽しもう～
■場所　デイキャンプ場
■定員　各回先着50人
■申し込み　当日受け付け

信濃大町産そばの振る舞い
　大町産のそば粉で打った温かくておい
しいそばを振る舞います。
■時間　午前11時30分～（限定300食）
■場所　森の体験舎
■協力　そば処しみず

恋人の聖地×ポッキーコラボ
黒部ダムの麓信濃大町
ポッキーグッズプレゼント
　恋人の聖地として選定されている大町
市。バレンタイン特別企画として、ラッ
キーアイテムのポッキーグッズをプレゼ
ントします。
■場所　入口ゲート前 
■定員　先着100人

雪中宝探し

スノーラフティング

2
14
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

手書きメッセージカード講座
　もうすぐ出会いと別れの季節―。ちょっとした贈り物

に、心が伝わるメッセージを添えてみませんか。それも

筆字で。味わいのある文字を楽しく描く講座です。「私

は字が下手で…」という皆さん、ぜひどうぞ！

■日時　２月26日、３月５日・12日　木曜日　全３回

午前10時～11時30分

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　音楽室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人

■講師　松島明子さん（公認伝筆講師）

■費用　600円（筆ペンなどの材料費）

■申し込み　２月２日（月）～18日（水）までに、電話ま

たは直接、平公民館･女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

桃の節句のいなり寿司料理講座
　ひな祭りのおもてなしにぴったりのいなりずしを、

愛らしいお内裏さまとおひなさまに見立てて作りま

す。話題のえのき氷を使ったシフォンケーキも作りま

す。お楽しみに。

■日時　２月24日（火）・28日（土）　午前９時～午後

０時30分（試食時間を含む）

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　調理実習室

■対象・定員　市内にお住まいの小学４年生以上の人

「24日コース」「28日コース」　各先着16人

※子どものみ、子どもと保護者、大人のみ、

いずれも参加できます。

■講師　近藤敏子さん（長野県栄養士会中信支部所属

栄養士）

■費用　600円（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具

■申し込み　２月２日（月）～18日（水）までに、電話

または直接、平公民館･女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

■問い合わせ

　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４

第43回豊かな老後のための平地区市民の集い
　平地区社会福祉協議会では、「豊かな老後のための平地区市民の集い」を開

催します。やがては誰もが迎える老後―。高齢化が進む中で人間として健や

かな老後をどう生きるか、また、地域福祉の在り方やより良い社会の在り方

について、みんなで考えてみましょう。申し込み不要、入場無料です。大勢

の皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時　３月７日（土）　午後１時～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂

■対象　市民　※平地区居住者に限らず、どなたでも参加できます。

■内容　 ▽小中学生による意見発表　北小学校ふれあい委員会の皆さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　第一中学校福祉実行委員会の皆さん

　　　　 ▽アトラクション　特別養護老人ホーム「カトレヤバンド」の皆さんによるバンド演奏

　　　　 ▽講演　「予防が第一！　～脳卒中と認知症から脳を守ろう～」

　　　　　講師　青木俊樹さん（大町総合病院副院長兼脳神経外科部長）

■その他　平地区の皆さんには送迎バスを用意します。詳しくは、回覧チラシをご覧いただくか、事務局にお問い合

わせください。

■問い合わせ　平地区社会福祉協議会事務局（平公民館・女性未来館ピュア内）　℡・有線２２－０６９４

青木俊樹医師
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生涯学習

総合体育館

平公民館・女性未来館ピュア

ワンバウンド
ふらばーるバレー大会
　跳ねる方向に意外

性があり、動きが予

想しにくい、そんな

変形ボールを使って

行うニュースポーツ

「ワンバウンドふら

ばーるバレー」の大

会を開催します。

　名前のとおり、相

手コートから来た

ボールをワンバウンドしてからレシーブをすることも特徴で、

年齢や性別を問わず、誰でも気軽に楽しく参加できます。

　ご家族や友達を誘って、ぜひ一緒に「ワンバン」を楽しみ

ましょう！　参加無料です。

■日時　３月15日（日）　午前９時

■会場　仁科台中学校　体育館

■参加資格　中学生以上の５～８人で構成されたチーム（男

女不問）

■申し込み　３月12日（木）までに、総合体育館にある申込

書に必要事項を記入の上、直接、総合体育館へ。

■その他　チームでスポーツ保険にご加入ください。

ワンバウンド
ふらばーるバレー教室
　この競技は楕円形のボールを使うソフトバ

レーボールに似た競技で、「ボールは軟らかく

痛くない」「スピードはゆっくり」「大勢で楽し

める」というものです。寒い冬、一緒に運動不

足を解消しましょう！

■日時　２月27日、３月６日・13日　金曜日

全３回　午後７時～９時

■会場　仁科台中学校　体育館

■対象・定員　中学生以上　先着60人

■内容　ワンバウンドふらばーるバレーのルー

ルを覚え、どこでも誰とでもできる

ように、また、大会への参加も考え

られるように練習します。

■費用　1,000円（保険料など）

■持ち物　体育館用シューズ、タオル、飲み物

■申し込み　２月25日（水）までに、費用を添

えて直接、総合体育館へ。

■問い合わせ

　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

プリザーブドフラワーでコサージュ作り講座
　春は手作りのコサージュで華やかに装ってみませんか。「生花は一

度しか使えないし、造花はちょっと味気ない」。そんな人にお勧めの

講座です。

　卒業式や入学式にも大活躍のコサージュを作りましょう。（プリザー

ブド処理済みの花を使いますので、コサージュ作りのみの体験です）

■日時　３月３日（火）　午前９時30分～11時30分

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　 軽運動室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着20人

■講師　猪又明子さん（フラワーアレンジメント講師）

■費用　2,500円（材料費）

■申し込み　２月２日（月）～20日（金）までに、電話または直接、平公民館･女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４
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常盤公民館

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

わら細工講座「円座とねこつぐら」

　わらをすぐるなど制作前の準備から学び、円座とねこ

つぐらを作ります。

■日時　２月19日（木）・23日（月）・26日（木）、３月２日（月）・

５日（木）　全５回　午前９時～正午

■会場　常盤公民館　学習室

■定員　先着15人

■講師　須沼つぐら部会

■費用　1,000円（工具・材料代）

■持ち物　軍手、手ばさみ、座布団

■申し込み　２月３日（火）から受け付けます。電話また

は直接、常盤公民館へ。

手軽にできる薬膳料理教室

　健康に役立つ漢方の基礎知識を学びながら、手軽に

できる薬膳料理を作ります。

■日時　２月13日（金）　午前９時30分～正午（試食

時間を含む）

■会場　常盤公民館　実習室

■定員　先着16人

■講師　伊藤三江子さん（薬膳マイスター）

■費用　500円（材料代）　※当日集金します。

■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具

■申し込み　２月10日（火）までに、電話または直接、

常盤公民館へ。

手軽にできて楽しいニュースポーツ
「スポーツ吹矢教室」
　冬期間の運動不足解消に、スポーツ吹矢で楽しく体を動かしま

しょう。

■日時　２月25日、３月４日・11日・18日　水曜日　全４回　

午前10時～正午

■会場　常盤公民館　学習室

■定員　先着15人

■講師　鈴木健一さん（日本スポーツ吹矢協会認定指導員）

■協力サークル　日本スポーツ吹矢協会大町北アルプス支部

■費用　110円（マウスピース代）

■持ち物　上履き、タオル、飲み物　※運動ができる服装でご参加ください。

■申し込み　２月18日（水）までに、電話または直接、常盤公民館へ。
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生涯学習

ギャラリー・いーずら

常盤公民館

市内学校展
　この展覧会は、学校生活を広く市民の皆さんに見ていただくために平成

12年度に始まり、毎年開催しています。市内の児童・生徒が、学校の授業

やクラブ活動で制作した絵画や彫刻、書道などの作品を多数展示します。こ

の機会に、子どもたちの感性豊かな作品をぜひご覧ください。入場無料です。

■学校名・期日

▽南小学校　２月13日（金）～16日（月）

▽西小学校　２月20日（金）～23日（月）

■時間　午前10時～午後５時（最終日は午後４時30分まで）

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室（いーずら大町特産館　２階）

■問い合わせ　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市 内線６２２

常盤卓球・ソフトバレーボール大会

　冬期間の運動不足解消に、卓球やソフトバレーボール

で体を動かしましょう。大勢の皆さんのご参加をお待ち

しています。

■日時　３月１日（日）　午前９時

▽受け付け　午前８時30分～

※常盤公民館で開会式を行います。

■会場　常盤公民館　講堂、南小学校　体育館

■種目　 ▽卓球　※男女の区分あり

①小学生、②中学生、③一般、④ダブルス

▽ ソフトバレーボール　※男女混合チーム。

ただし、小学生以下は、男女の区分はありま

せん。

①一般の部のみ（小学生以下も参加できます）

■対象　市民　※常盤地区居住者に限らず参加できます。

■持ち物　上履き、ラケット

■申し込み　２月20日（金）までに、電話または直接、

常盤公民館へ。当日受け付けも可能ですが、

できる限り事前に申し込んでください。

常盤公民館サークル活動展示会

　常盤公民館で日頃から活動しているサークル・団体

などの皆さんの作品や、活動内容を展示します。大勢

の皆さんのご来場をお待ちしています。

■日時　２月14日（土）～19日（木）

午前８時30分～午後８時

（14日は午後５時、19日は午後１時まで）

■会場　常盤公民館　講堂

■サークル活動内容（順不同）

▽文化系　水彩画、水墨画、手芸、詩、パソ

コン、英語、民謡、フォークダンス、日本舞踊、

詩吟、調理実習、そば打ち、みそ造り、地域

学習、ボランティア活動、親睦交流など

▽ 運動系　柔道、剣道、太極拳、卓球、ミ

ニテニス、ソフトバレー、体操、マット・ボー

ル運動など

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１
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児童センター
『天

て ん

正
しょう

寺
じ

　三
さんじゅうのしょうとう

重小塔』 （県宝）

　大町市の三重塔といえば、若一王子神社の三重

塔がありますが、天正寺の宝蔵庫には、高さ３ｍ

程の精巧な造りの三重塔が納められています。桁
けた

行
ゆき

・梁
はり

間
ま

はともに約42㎝、屋根はトチの板の杮
こけら

葺
ぶき

で、土台を組んだ上に縁側を支える柱である縁
えん

束
づか

を立てています。作者や建立年代は明らかでは

ありませんが、造りの特徴から江戸時代中期ごろ

の建造と考えられます。

　元は弾
たん

誓
せい

寺
じ

に安置されていましたが、明治の廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

で弾誓寺が廃寺となり、天正寺に移されま

した。この塔は、王子神社の三重塔の10分の１

のひな型ともいわれ、王子神社の三重塔を建造す

る時、弾誓寺の木
もくじきしょうにん

食上人らがこの小塔を引き回し

て寄付を募ったとも伝えられています。

　しかし、王子神社の三重塔とそっくりな小塔で

すが、「腰
こし

長
なげ

押
し

がない」「蟇
かえる

股
また

を使わない」「大
だい

斗
と

皿
さら

斗
と

がある」「実
さね

肘
ひじ

木
き

を通しにする」など細部が異な

り、柱間の割り方も違うことから、現在ではこの

伝承の通りではないといわれています。

　もともと、仏塔は、釈
しゃ

迦
か

の骨（仏
ぶっ

舎
しゃ

利
り

）を祭った

もので、小塔は屋内に安置するものとして、建築

のひな型のために造られたり、仏舎利を祭る舎利

塔として造られたりしたものもあります。県内で

は屋内に保管できる三重塔は数が少なく、貴重な

建造物です。

　この三重小塔は、同じく弾誓寺から移された木

造薬師如来立像と共に宝蔵庫に納められています。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�

パソコン講習
　市教育委員会では、県の「地域発元気づくり支援

金」を活用し、就職活動に役立つパソコン講習を開

催します。講習で使用するテキストは、実践を想定

して作られています。今回はアクセスを使ったデー

タベース活用の基礎を学びます。パソコンを学ぶだ

けでなく、就職活動もサポートします。

　この機会にパソコンスキルを身に付け、就活に生

かしましょう。受講無料です。

■日時　２月16日（月）～20日（金）の間で毎日　全

５回　午後１時～５時

■会場　おおまち情報センター　パソコン教室

■対象・定員　市内にお住まいで15歳～39歳の人

先着５人

■申し込み　電話または直接、生涯学習課生涯学習・

青少年係へ。

■問い合わせ　

　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線６２２

男女共同参画事業　人形劇鑑賞会

　八王子市の劇団「トモキチ笑劇場」を招き、腹話術

や一人人形劇を楽しみます。人形劇を鑑賞して、男

女区別なく仲間や友達を大切に思う気持ちを育てま

しょう。どなたでも参加できます。入場無料です。

■日時　２月18日（水）　午前10時～11時30分

■会場　児童センター

■定員　先着80人

■申し込み　電話または直接、児童センターへ。

■問い合わせ

　児童センター　℡・有線２２－０７４１

大町市の文化財
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情報ステーション
nformationI

募
集

市
営
駅
前
・
仁
科
町
駐
車
場

定
期
利
用
者

　
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅
前
に
あ
る
市
営
駅

前
駐
車
場
お
よ
び
仁
科
町
駐
車
場
の
定

期
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
台
数
　
市
営
駅
前
駐
車
場
70
台
、

仁
科
町
駐
車
場
20
台

■
対
象
　
通
勤
や
通
学
に
利
用
す
る
人

※
営
業
用
や
車
庫
と
し
て
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
利
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日

■
利
用
料
　
１
カ
月
４
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
２
月
２
日（
月
）～
27
日

（
金
）ま
で
に
、
直
接
、
市
民
課
消
費
生

活
・
交
通
安
全
係
へ（
電
話
不
可
）。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決

定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・

交
通
安
全
係
　
℡
市

内
線
４
６
３
・

４
６
４

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

大
原（
大
町
）＝
１
戸（
２
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

借
馬（
平
）＝
１
戸（
２
Ｋ
Ｂ
）

向
山（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

西
平（
美
麻
）＝
２
戸（
４
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

３
月
１
日（
日
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、

Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、
Ｙ
＝
浴
槽
付
き

浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
勤
め
て
い
る
人
で
、
単
身
世
帯
ま
た

は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一

定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
16
日（
月
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者

■
住
宅
の
概
要

▽
団
地
名
　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
大
町

▽
所
在
地
　
大
町
市
社
４
６
８
２

－

５
２
０

▽
建
設
年
度
　
平
成
10
年
度

▽
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階

建
て

▽
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

▽
設
備
状
況

①
水
洗（
公
共
下
水
道
接
続
）

②
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
浴
槽
、
給
湯
器（
浴

室
、
洗
面
所
に
給
湯
）

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
な
し
。
台
所
瞬

間
湯
沸
か
し
器
・
居
室
照
明
器
具
は
入

居
者
が
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
駐
車
場
　
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が

使
用
で
き
る
有
料
駐
車
場
あ
り
。
希
望

者
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。
一
定
条
件
を
満
た
せ

ば
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
も
可
能
で
す
。

■
入
居
の
条
件
　
勤
労
者
ま
た
は
勤
労

者
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
で
、所

得
が
一
定
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

■
家
賃
・
駐
車
場
代
　
金
額
は
い
ず
れ

も
月
額

▽
家
賃（
階
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

１
階
・
２
階
＝
３
万
９
６
０
０
円

３
階
＝
３
万
８
４
０
０
円

４
階
＝
３
万
７
２
０
０
円

５
階
＝
３
万
５
６
０
０
円

▽
駐
車
場
代
　
１
台
当
た
り
２
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
随
時
受
け
付
け
中
で
す
。

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

台所 外観

大原団地

居室



19 広報おおまち　2015.2

http://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線 22-0420 ／ FAX23-4304

図
書
館
協
議
会
・

公
民
館
運
営
審
議
会
・

文
化
会
館
運
営
委
員
会
・

山
岳
博
物
館
協
議
会
の
委
員

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
図
書
館
や
市

内
各
公
民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の

運
営
、
各
種
事
業
の
企
画
実
施
に
当
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
要
望

を
お
聞
き
す
る
た
め
、
審
議
会
な
ど
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
の
任

期
が
３
月
末
に
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

各
施
設
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

共
通
事
項

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
20

歳
以
上
の
人

■
任
期
　
４
月
～
平
成
29
年
３
月

■
会
議
　
年
２
回
程
度

【
図
書
館
協
議
会
・
公
民
館
運
営
審
議

会
・
文
化
会
館
運
営
委
員
会
】

■
募
集
人
数
　

▽
図
書
館
協
議
会
　
１
人

▽
大
町
公
民
館
運
営
審
議
会
・
文
化
会

館
運
営
委
員
会
　
２
人
以
内

▽
平
・
常
盤
・
社
・
八
坂
・
美
麻
の
公

民
館
運
営
審
議
会
　
各
公
民
館
で
１
人

■
申
し
込
み
　
２
月
２
日（
月
）～
27
日

（
金
）ま
で
に
、
応
募
動
機
を
任
意
の
様

式
に
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る

施
設
名
を
記
入
の
上
、
直
接
、
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
・
青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
１

【
山
岳
博
物
館
協
議
会
】

■
募
集
人
数
　
２
人
以
内

■
申
し
込
み
　
２
月
３
日（
火
）～
27
日

（
金
）ま
で
に
、
応
募
動
機
を
任
意
の
様

式
に
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

直
接
、
山
岳
博
物
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
山
岳
博
物
館
　
℡
・

有
線
２
２
・
０
２
１
１

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関

す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
調
査
審
議
す

る「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
」の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
若
干
名
　
※
委
員
総
数

は
10
人
以
内

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
人
。
大
町

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て
関
心
が

あ
る
学
識
経
験
者
で
、
年
数
回
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人

■
任
期
　
４
月
～
平
成
29
年
３
月

■
会
議
　
年
３
回
程
度

■
申
し
込
み
　
２
月
27
日（
金
）ま
で
に
、

任
意
の
用
紙
に
応
募
動
機
と
市
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
に
対
す
る
考
え
を
８
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
直
接
、
総
合

体
育
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
　
℡
・

有
線
２
２
・
８
８
５
５

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
意
と
関
心

が
あ
り
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め

に
活
動
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
こ
と
。

▽
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人
（
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
）

▽
心
身
と
も
に
健
康
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に

熱
意
と
関
心
が
あ
る
人

▽
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
指

導
・
助
言
が
で
き
る
人

▽
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
事
業
の
企

画
・
運
営
に
協
力
で
き
る
人

▽
自
己
の
資
質
向
上
の
た
め
、
会
議
・

研
修
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人

■
職
務

▽
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
事
業
実
施

に
係
る
連
絡
調
整

▽
市
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指

導
お
よ
び
助
言

▽
学
校
・
公
民
館
な
ど
の
教
育
機
関
や

そ
の
他
行
政
機
関
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
行

事
ま
た
は
事
業
に
対
す
る
協
力

▽
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
の
た
め

の
組
織
の
育
成
強
化

▽
市
民
の
生
活
に
直
結
し
た
社
会
体
育

行
事
の
運
営
と
実
施
に
対
す
る
協
力

■
委
員
の
身
分
な
ど

▽
身
分
　
市
非
常
勤
職
員

▽
任
期
　
４
月
～
平
成
29
年
３
月

▽
報
酬
　
年
額
５
万
８
５
０
０
円

※
費
用
弁
償
の
支
給
あ
り

■
申
し
込
み
　
２
月
２
日（
月
）～
20
日

（
金
）ま
で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
、
総
合
体
育
館
へ
。

応
募
要
項
・
応
募
用
紙
は
、
総
合
体
育

館
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
　
℡
・

有
線
２
２
・
８
８
５
５

小学生スキー教室で指導する
スポーツ推進委員
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平
成
27
年
度
市
臨
時
職
員

　
市
で
は
、
次
の
職
種
で
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
制
度

業
務
員
・
指
導
員

　「
大
町
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
制
度
」は
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
を
業
務
員
と
し

て
１
年
間
雇
用
し
、
そ
の
業
務
の
経
験

を
生
か
し
て
一
般
企
業
な
ど
へ
の
就
職

の
実
現
を
図
る
制
度
で
す
。
業
務
員
と

業
務
員
を
指
導
す
る
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。

【
業
務
員
・
指
導
員
の
共
通
事
項
】

■
勤
務
地
　
市
役
所

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

■
採
用
　
平
成
27
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。
雇
用
保

険
・
社
会
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
18
日（
水
）ま
で
に
、

庶
務
課
職
員
係
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
庶
務
課
職

員
係
へ
。

【
業
務
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
こ
と
。

▽
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
帰
省
先
（
実

家
）が
市
内
の
人

▽
療
育
手
帳
所
持
者
で
就
労
を
希
望
し

て
い
る
人

▽
１
人
で
通
勤
で
き
る
人

■
業
務
内
容
　
庁
舎
内
の
清
掃
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
賃
金
　
日
額
４
５
０
０
円

■
採
用
試
験
　
２
月
20
日（
金
）午
前
９

時
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
２
階
庁
議
室

で
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
指
導
員
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域
に
お

住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
が

あ
る
人

■
業
務
内
容
　
知
的
障
が
い
者
へ
の
作

業
指
導

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
６
７
０
０
円

■
採
用
試
験
　
面
接
を
行
い
ま
す
。
日

時
・
会
場
な
ど
は
、
直
接
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
職
員
係
　
℡

市
内
線
５
１
３

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
庶
務
課
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域
に
お

住
ま
い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
資
格
が
あ
る
な
ど
、
市
民

活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
経
験
が
あ

る
人

■
業
務
内
容
　
市
民
活
動
団
体
間
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
受
け
付
け
業
務
、

県
の
補
助
金
に
関
す
る
事
務
、
そ
の
他

事
務
補
助

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

■
賃
金
　
月
額
14
万
９
０
０
０
円

■
採
用
　
平
成
27
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。
雇
用
保

険
・
社
会
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
２
日（
月
）～
17
日

（
火
）
ま
で
に
、
庶
務
課
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
文
を
添
え
て
、

直
接
、
庶
務
課
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
。

▽
作
文
課
題
　「
市
民
活
動
に
対
す
る

思
い
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組

み
た
い
こ
と
」
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
３
枚
以
内

■
採
用
試
験
　
２
月
23
日（
月
）に
面
接

を
行
い
ま
す
。
時
間
・
会
場
な
ど
は
、

直
接
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
℡
市
内
線
８
３
０

国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
市
民
課
国
保
・
年

金
係

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域
に
お

住
ま
い
で
、
年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

格
が
あ
る
な
ど
、
国
民
年
金
関
係
業
務

に
精
通
し
て
い
る
人

■
業
務
内
容
　
国
民
年
金
適
用
・
給
付

関
係
業
務
、
免
除
申
請
の
受
け
付
け
・

審
査
・
報
告
業
務
、
年
金
相
談
な
ど
年

金
関
連
業
務
全
般

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

■
賃
金
　
月
額
14
万
９
０
０
０
円

■
採
用
　
平
成
27
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。
雇
用
保

険
・
社
会
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
２
日（
月
）～
17
日

（
火
）ま
で
に
、
市
民
課
国
保
・
年
金
係

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
作
文
を
添
え
て
、
直
接
、
市
民
課

国
保
・
年
金
係
へ
。

▽
作
文
課
題
　「
国
民
年
金
業
務
に
従

事
す
る
に
当
た
り
思
う
こ
と
」
を
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

■
採
用
試
験
　
２
月
23
日（
月
）に
面
接

を
行
い
ま
す
。
時
間
・
会
場
な
ど
は
、

直
接
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
・
年
金

係
　
℡
市
内
線
４
３
５
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一
級
建
築
士

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
役
所
企
画
財
政
課
ま
た

は
建
設
課

■
応
募
資
格
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
こ
と
。

▽
通
勤
可
能
な
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

▽
一
級
建
築
士
の
資
格
が
あ
る
人

▽
過
去
に
建
築
の
設
計
積
算
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
人

▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
市
施
設
の
新
築
お
よ
び

改
築
の
基
本
・
実
施
設
計
、
積
算
、
現

場
監
理
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

■
賃
金
　
月
額
34
万
８
０
０
０
円

■
採
用
　
平
成
27
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。
雇
用
保

険
・
社
会
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
18
日（
水
）ま
で
に
、

企
画
財
政
課
検
査
担
当
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
資
格
の
写

し
を
添
え
て
、
直
接
、
企
画
財
政
課
検

査
担
当
へ
。

■
採
用
試
験
　
詳
細
は
、
直
接
連
絡
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
検
査
担

当
　
℡
市
内
線
５
９
３

文
化
会
館
ホ
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
文
化
会
館
が
主
催
・
共
催
す
る
自
主

事
業
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

く
ホ
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
の
社
会
人

■
業
務
内
容
　
主
に
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
の
業
務（
チ
ケ
ッ
ト
の
も
ぎ
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
の
準
備
や
配
布
、
座
席
案

内
、
会
場
内
警
備
、
非
常
時
の
お
客
さ

ま
の
誘
導
、
そ
の
他
職
員
の
補
助
な
ど
）

■
登
録
期
間
　
４
月
～
平
成
28
年
３
月

■
補
償
　
必
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
掛
け
金
は
個

人
負
担
）。
た
だ
し
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
加
入
し
て
い
る
場
合
は
不
要
で

す
。
文
化
会
館
内
で
の
事
故
な
ど
は
、
全

国
市
長
会
補
償
制
度
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
文
化
会
館
へ
。

申
込
書
は
文
化
会
館
に
あ
り
ま
す
。
文

化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。
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u
n
k
a
/

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→「
利
用
案
内
」→
各
種

申
請
書
→
「
ホ
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
登

録
申
込
書
」

FAX
２
２
・
９
８
４
９

■
問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
　
℡
・
有

線
２
２
・
９
９
８
８

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
生

　
平
成
27
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大

北
学
部
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
期
間
　
２
年
間
（
４
月
～
平
成

29
年
３
月
）

■
回
数
・
時
間
　
年
間
16
日
間
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
会
場
　
大
町
合
同
庁
舎

■
対
象
・
定
員
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
人
　
※
大
北
地
域
全
体
で
50
人

■
内
容
　
高
齢
者
福
祉
、
健
康
と
医
療
、

暮
ら
し
と
法
律
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
な
ど
。
趣
味
の
実

技
講
座（
ク
ラ
ブ
活
動
）も
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
受
講
料
　
年
間
８
５
０
０
円

■
入
学
案
内（
願
書
）配
布
場
所
　
大
町

保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
大
町
合
同

庁
舎
内
）、
市
役
所
福
祉
課
高
齢
者
・

介
護
保
険
係
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
公
民
館
、
大
町
公
民
館
分
室
、
市
八

坂
・
美
麻
支
所
に
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
27
日（
金
）ま
で
に
、

入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
、
入
学
案
内（
願
書
）配
布
場
所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
大

町
合
同
庁
舎
内
）

℡
２
３
・
６
５
０
７

▽
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係

℡
市
内
線
４
１
６
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農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

３
月
15
日
告
示
・

３
月
22
日
投
開
票

　
４
月
８
日
任
期
満
了
に
伴
う
大
町
市

農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、
３

月
15
日（
日
）に
告
示
、
３
月
22
日（
日
）

に
投
開
票
を
行
い
ま
す
。

　
委
員
の
任
期
は
３
年
で
、
選
挙
で
選

ば
れ
る
委
員
は
22
人
で
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
農
業
委
員
の
選
挙
を
公
正
か
つ
違
反

の
な
い
正
し
い
選
挙
と
し
て
執
行
す
る

た
め
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人

や
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
２
月
13
日（
金
）　
午
後
２
時

■
会
場
　
市
役
所
東
庁
舎
　
２
階
　
東

大
会
議
室

■
対
象
　
立
候
補
予
定
者
お
よ
び
関
係

者
　
※
出
席
人
数
は
、
立
候
補
予
定
者

１
人
に
つ
き
２
人
以
内

■
そ
の
他
　
当
日
、
立
候
補
届
な
ど
関

係
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

℡
市
内
線
５
１
１
・
５
１
８

お
知
ら
せ

平
成
27
・
28
年
度

入
札
参
加
資
格
申
請

（
定
期
申
請
）の
受
け
付
け

　
市
が
発
注
す
る「
建
設
工
事
及
び
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
（
建
設
工
事
に

係
る
測
量
、
調
査
、
設
計
及
び
工
事
監

理
）の
業
務
」、
並
び
に
、「
物
件
の
買
入

れ
、
借
入
れ
、
製
造
の
請
負
及
び
そ
の

他
の
契
約
」に
つ
い
て
、
入
札（
見
積
り
）

参
加
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、

次
の
期
間
内
に
申
請
書
を
企
画
財
政
課

契
約
・
財
産
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
２
年
に
１
度
の
定
期
申
請
で
す
。

■
受
付
期
間

▽
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
の
業
務
　
２
月
27
日（
金
）ま
で

▽
物
件
の
買
入
れ
、借
入
れ
、製
造
の
請
負
及

び
そ
の
他
の
契
約
　
２
月
18
日（
水
）ま
で

■
申
請
書
入
手
方
法
　
企
画
財
政
課 

契
約
・
財
産
係
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→「
事
業
者
の
方
へ
」→
入

札
・
契
約
・
公
共
工
事
→「
入
札
・
契
約

情
報
」→
入
札
参
加
資
格
関
係
→「
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
平
成
27
・
28
年
度

定
期
申
請
）」

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
契
約
・

財
産
係
　
℡
市
内
線
５
９
４
・
５
９
５

体
育
施
設
定
期
利
用
者

平
成
27
年
度
第
１
回
調
整
会
議

　
市
内
体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、

調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。
毎
週
決
ま
っ

た
時
間
に
体
育
施
設
を
利
用
し
た
い
団

体
の
代
表
者
は
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
整
会
議
に
出
席
で
き
る
団
体
は
、

２
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
「
ス
ポ
ー
ツ
開

放
団
体
」登
録
を
し
た
団
体
の
み
で
す
。

■
日
時
　
３
月
17
日（
火
）　
午
後
６
時

30
分

■
会
場
　
総
合
体
育
館
　
小
ア
リ
ー
ナ

■
利
用
調
整
期
間
　
５
～
10
月

定
期
的
に
体
育
施
設
を

利
用
し
た
い
皆
さ
ん
は

「
ス
ポ
ー
ツ
開
放
団
体
」の
登
録
を

　
市
や
市
内
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設

を
利
用
し
て
毎
週
決
ま
っ
た
時
間
に
活

動
し
た
い
団
体
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
開
放

団
体
」に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
で
き
る
団
体
の
条
件

▽
登
録
構
成
員
が
10
人
以
上
で
、
市
内

在
住
者（
通
勤
・
通
学
を
含
む
）が
半
数

以
上
の
団
体

▽
他
の
団
体
と
構
成
員
が
重
複
し
て
い

な
い
団
体

■
申
し
込
み
　
２
月
27
日（
金
）ま
で
に
、

総
合
体
育
館
に
あ
る
登
録
申
請
書
と
会

員
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
総
合
体
育
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
　
℡
・

有
線
２
２
・
８
８
５
５

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

　
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問

題
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
と
、
保
健
師

に
よ
る
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。
悩
み

を
一
人
で
抱
え
て
い
て
も
自
分
自
身
が

疲
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
、
解
決
の
糸
口

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
専
門
家
に
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
１
人
当
た
り
１
時
間
程
度

で
、
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
　
金
曜
日
　
午
前
10
時
～
午
後
３

時■
会
場
　
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
　
診

察
室（
大
町
合
同
庁
舎
　
１
階
）

■
定
員
　
先
着
４
人
／
日

■
申
し
込
み
　
相
談
日
の
２
日
前
（
水

曜
日
）
ま
で
に
、
電
話
で
大
町
保
健
福

祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
保
健
福
祉
事
務

所
健
康
づ
く
り
支
援
課
　
℡
２
３
・
６

５
２
９
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消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー

「
元
刑
事
が
伝
授
！
怪
し
い
取
引
先
・

ウ
ソ（
人
間
心
理
）の
見
抜
き
方
」

　
元
刑
事
の
講
師
が
現
場
で
培
っ
た
相

手
の
う
そ
を
見
抜
く
技
術
を
、
事
例
を

交
え
な
が
ら
伝
授
し
ま
す
。
参
加
無
料

で
す
。

■
日
時
　
３
月
３
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
大
町
商
工
会
館

■
定
員
　
先
着
30
人

■
講
師
　
森
透ゆ
き

匡ま
さ

さ
ん

（
㈱
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
代
表
取
締
役
）

■
申
し
込
み
　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
直
接
、
大
町
商
工
会
議
所
指
導
課
へ
。

申
込
書
は
大
町
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま

す
。

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

大
町
商
工
会
議
所
指
導
課

℡
２
２
・
１
８
９
０

FAX
２
３
・
３
７
３
５

ご
自
分
の
賃
金
の
確
認
を
！

長
野
県
最
低
賃
金
は
７
２
８
円

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
、
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、

使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
と
、
労
働
者
を
１
人
で
も
使
用

し
て
い
る
全
て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

る「
長
野
県
最
低
賃
金
」が
、
26
年
10
月

１
日
か
ら
、
時
間
額
７
２
８
円
に
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
者
の
皆
さ
ん
、

ご
自
分
の
賃
金
を
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の
労
働

時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金
で
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
な
ど
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
労
働
基
準
監
督
署

℡
２
２
・
２
０
０
１

▽
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
　

℡
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
５

知
っ
て
ト
ク
す
る

第
３
回
お
ぉ
！
ま
ち
ゼ
ミ
な
～
る

　
大
町
商
工
会
議
所
で
は
、
市
民
と
商

店
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
協
働
事
業
と

し
て
、
３
回
目
の
「
お
ぉ
！
ま
ち
ゼ
ミ

な
～
る
」を
開
催
し
ま
す
。

　
お
ぉ
！
ま
ち
ゼ
ミ
な
～
る
は
、
市
内

の
参
加
店
舗
を
教
室
に
、
店
主
や
ス

タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、
そ
の
店
の
専

門
的
な
知
識
や
技
術
、
特
徴
な
ど
を
無

料
で
お
客
さ
ん（
受
講
者
）に
お
伝
え
す

る
少
人
数
制
の
講
座
で
す
（
材
料
費
が

必
要
な
場
合
あ
り
）。
店
と
お
客
さ
ん

が
交
流
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
で
、
店
と
ま
ち
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

推
進
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
講
座
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
店
舗
・
講
座
な
ど
詳
し
く
は
、

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.o

c
c
i.jp

/

■
開
催
期
間
　
２
月
１
日（
日
）～
28
日

（
土
）

■
講
座
日
時
　
各
参
加
店
舗
が
開
催
期

間
中
に
設
定

■
会
場
　
原
則
、
各
参
加
店
舗
で
実
施

（
商
工
会
議
所
会
議
室
な
ど
の
場
合
も

あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
商
工
会
議
所
総

務
課
　
℡
２
２
・
１
８
９
０

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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自主番組　午後8：45
＊学校めぐり…………………………… 1日（日）
「仁科台中学校の百人一首大会」
▷内容　毎年恒例、仁中の伝統行事！　さて、
ことしは誰が一番札を取るでしょうか。

＊きらり★大町人……………………… 2日（月）
「埼玉県鴻巣市にお住まいの医師・竹内正次さ
んのご紹介」
▷内容　大町市表彰を受けられた竹内さんは、
これまで32年間にわたり、大町図書館に21,000
冊の図書を寄贈されています。

＊健康ひろば…………………………… 3日（火）
「献血について」
▷内容　「はたちの献血」キャンペーンが２月
28日まで展開されています。献血への理解を
深めていただこうと、大町保健福祉事務所食品・
生活衛生課主任薬剤師の宮嶋洋子さんからの呼
び掛けです。

■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

■
日
時
　
２
月
22
日（
日
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
行
政
書
士
会

松
本
支
部
　
℡
０
２
６
３
・
３
３
・
７

１
６
６

認
知
症
介
護
者
の
会

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
自
身
の
心

身
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て

「
認
知
症
介
護
者
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
介

護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
で
は
、
昭

和
26
年
２
月
22
日
に
行
政
書
士
法
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
２
月
22
日

を「
行
政
書
士
記
念
日
」と
定
め
て
い
ま

す
。

　
長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、
こ
の
記

念
日
に
面
接
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作

成
や
、
遺
産
分
割
・
示
談
書
な
ど
の
権

利
・
義
務
に
関
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
、

お
困
り
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
申
し
込
み
不
要
、
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
25
日（
水
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
西

第
１
・
２
会
議
室

■
内
容

▽
座
談
会
～
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
ま

し
ょ
う
～

▽
変
わ
る
介
護
保
険
制
度
等
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
　
℡
市
内
線
４
１
７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　「
広
報
お
お
ま
ち
№
１
０
０
８（
平
成

27
年
１
月
号
）」に
掲
載
の
記
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
牛
越
で
す
　【
第
65
回
】新

年
を
迎
え
て（
７
ペ
ー
ジ
）の
下
段
13
行

目
か
ら

▽
誤
　
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
は
松
本
・
信
濃
大

町
間
開
通
１
０
０
周
年

▽
正
　
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
は
開
業
１
０
０
周

年※
大
糸
線
は
、
大
正
４（
１
９
１
５
）年

に
北
松
本
駅
～
旧
仏
崎
駅
間
で
開
通
し

開
業
。
大
正
５（
１
９
１
６
）年
７
月
に

信
濃
大
町
駅
が
開
通
し
開
業
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
秘
書
係

℡
市
内
線
５
０
７

市議会３月定例会
生放送　午前10:00

＊本会議（予定）………………………… 24日・25日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊きらり☆ステーション「調査隊総集編」
………………………………………… 1日〜 6日
＊大町市少年少女合唱団定期演奏会
………………………………………… 2日〜13日
＊大町西小学校音楽会（再）…………… 2日〜 8日
＊大町東小学校　絆コンサート…… 9日〜20日
＊ご当地対決！パン編……………… 9日〜20日
＊折弁カラオケグランドチャンピオン大会
………………………………………… 16日〜27日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。

シャイニングキッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊大きくなったら（市内年長園児）…… 2月〜3月

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページでご覧ください。信濃毎日新聞の中信
版、大糸タイムスにも掲載しています。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ 2月の番組から ●

● 有線放送 2月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります
▷紙おむつ（新品パック、ビッグサイズ〔体重目安約
12～17㎏〕、女の子用） ……………………………応談

●譲ってください
▷壊れたゲーム機（ＰＳ２）

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

図書館だより
－今月のおすすめ本－

（大切な人に気持ちを伝える本）

はじめてのチョコレート［料理］
�������������� 柳瀬久美子／著

お菓子作りの初心者にも安心。写真が多いレシ
ピ本です。バレンタイン・ホワイトデーにどうぞ。

ＨＯＷ ＴＯ 花贈り　気持ちを花にのせて［園芸］
���� フラワーバレンタイン推進委員会／編

大切な人に花を贈ってみませんか。花が持つ
魅力や花の選び方を達人が教えてくれます。

かわいいありがとうの伝えかた［書簡文］
������������� ＹＵＺＵＫＯ／著

いつもお世話になっているあの人に、身近なア
イテムや簡単なイラストで感謝の気持ちを伝え
ましょう。

心の手紙を届けたい。［文例集］
���������「恋文大賞」編集委員会／編

１通１通の手紙に込められた深い思いや感謝の
気持ちが、感動の涙を誘います。

たいせつなきみ［絵本］
���������� マックス・ルケード／作

主人公を通して、ありのままの自分を認められ
る…。そんな優しい気持ちになれる絵本です。

かわいく結んで、包むラッピングＢＯＯＫ［贈答］
����������� 成美堂出版編集部／編

贈り物をさりげなく、おしゃれに包むテクニッ
クが満載です。

－貸出ベスト３（12月）－
(一般)
No.1　帰郷［小説］
�������������� 新津きよみ／著
No.2　箱根　気ままに電車とバスの旅［旅行］
���������� ブルーガイド編集部／著
No.3　スゴイぞ！土鍋［料理］
��������������� 福森道歩／著

(子どもの本)
No.1　はらぺこあおむし［外国の絵本］
����������� エリック・カール／作
No.2　どろんこハリー［外国の絵本］
������������ ジーン・ジオン／文
No.3　おさるのジョージピザをつくる［外国の絵本］
�����������Ｍ.＆Ｈ.Ａ.レイ／原作

－今月の推薦図書－

おひるね動物園
たちばなれんじ／著

河出書房新社
　ぽかぽかのお日様の光を浴び、
気持ち良さそうに眠る動物たち
の写真集です。おとぼけ顔で熟
睡する動物たちに、心が癒されます。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室������ 毎週日曜日　午後２時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

今
月
の
納
税
な
ど

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
２
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
２
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
月
分

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
…
…
２
月
分

上
下
水
道
料
…
…
…
…
…
…
…
２
月
分

納
期
限
は
３
月
２
日（
月
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 29,237（－ 15） 転入   56

男 14,176（－ 1） 転出   51

女 15,061（－ 14） 出生   13

世帯数 11,809（＋ 2） 死亡   33
※ 1 月 1 日現在、（　）内は前月比

　
地
域
の
活
性
化
に
は
若
い
人
の
力
や
ア

イ
デ
ア
が
不
可
欠
―
。
テ
レ
ビ
や
講
演

会
で
は
よ
く
こ
う
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
10

ペ
ー
ジ
の
記
事「
信
濃
大
町
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ

サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
た
マ
チ
サ
ラ
実
行

委
員
会
も
大
町
の
活
性
化
を
願
い
サ
ミ
ッ
ト
を
企
画
。
し
か

し
、
そ
こ
に
は
幾
つ
も
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
協
賛
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
企
業
回
り
、
学
校
や
企
業
で
の
Ｐ
Ｒ
や
参

加
の
お
願
い
な
ど
。
参
加
者
や
協
賛
金
が
集
ま
る
か
、
失
敗

し
な
い
か
、
不
安
や
焦
り
を
抱
え
模
索
し
な
が
ら
の
活
動
で
、

準
備
や
話
し
合
い
が
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
当
日
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
大
勢
の
参
加
者
が
…
。

ス
タ
ッ
フ
は
活
発
に
意
見
交
換
す
る
参
加
者
を
見
て
、
驚
き

と
と
も
に
う
れ
し
さ
な
ど
の
感
情
が
込
み
上
げ
、
今
ま
で
の

苦
労
が
一
気
に
吹
き
飛
ん
だ
と
の
こ
と
。
終
了
後
の
別
会
場

で
の
懇
親
会
も
企
画
し
約
40
人
が
参
加
。
お
酒
も
入
っ
て
交

流
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
り
話
も
盛
り
上
が
っ
た
と
か
。
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この広報紙は再生紙を使用し、石油溶剤のかわりに
大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

くらしの案内板2月

無料相談
社会保険・
年金・労働

14日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
14日・28日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（火）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

10日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=土屋学弁護士 （次回は３月10日 宮田旭弁護士）

市民なんでも
相談（要予約）

27日（金）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

行 政

25日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

18日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

25日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 19日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

女 性

12日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52526日（木）

9:00〜12:00

育 児
13日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故 26日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
9日・23日

月曜日
13:00〜16:00 総合福祉

センター
社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
9日・23日

月曜日
13:00〜15:00

人 権 19日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）

法 律 17日・24日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  1日（日）
内 伊東医院　　  （大黒町） ☎ 22-0077

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

  8日（日）
内 柿下クリニック  （清水） ☎ 21-1230

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

11日（水）
内 遠藤内科医院  （神栄町） ☎ 22-0031

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

15日（日）
内 松林医院　　  （大黒町） ☎ 22-5800

外 安曇総合病院  （池田町） ☎ 62-3166

22日（日）
内 菊地クリニック  （上一） ☎ 21-2580

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  1日（日） 金子歯科医院　　　  （旭町） ☎ 23-2200

  8日（日） 柏原歯科医院　　  （白馬村） ☎ 71-1182

11日（水） 平林歯科医院　　　  （東町） ☎ 22-1149

15日（日） いとう歯科医院　  （松川村） ☎ 62-8880

22日（日） 横澤歯科医院　　  （六九町） ☎ 22-1343

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  1日（日） カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

  8日（日） とをしや薬局大町常盤店（上一） ☎ 26-3252

11日（水）

林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

とをしや薬局大町常盤店（上一） ☎ 26-3252

15日（日） 林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

22日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 1日㈰・8日㈰・11日㈬・15日㈰・22日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


